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この会報は、地球環境保全に考慮し再生紙を使用しています。

１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉

　11：15	 １．点　鐘……〈会　長〉

	 ２．開会宣言

	 ３．国歌並びにロータリーソング斉唱

……奉仕の理想

	 ４．会長挨拶

	 ５．幹事報告

	 ６．出席報告

	 ７．ニコニコボックス報告

	 ８．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（４／12）……

	 　　卓話「テスラについて」

	 　　講師　山田　幸敏 様

（紹介者　嶋津　孝久 会員）

	 　　※社会奉仕事業

	 　（４／19）……

	 　　観劇家族例会（親睦活動委員会）

	 　　10：30 ～例会・昼食

（名古屋クラウンホテル）

	 　　12：00 ～観劇（御園座）

	 ９．諸事ご案内……〈親睦活動委員長〉

	 10．点　鐘……〈会　長〉

　11：30	 11．閉会宣言

２．懇親会………〈親睦活動委員会〉
　11：30	 １．開　会……〈司　会〉

	 ２．乾　杯……〈直前会長〉

	 ３．食事・歓談

　13：00	 ４．閉　会……〈司　会〉

出 席

会員総数　96名　　出席免除　24名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　77名

欠　席　34名　　出席率　55.84％

前々回（３／14）の修正出席率 100％

会 長 あ い さ つ

神野　公秀

　本日は、コロナ禍に関わらず、大

変多くの会員の皆様、ご家族の皆様

に花見家族例会にご参加いただき、

滋賀県彦根の地までお越し頂き有難

うございます。私の不徳の致すとこ

ろで、強風で肌寒い天気な上、今年

の桜は少し慌てん坊で、我々の想定

より早く咲いてしまいました。桜の花がどれだけ残って

いるか微妙ですが、残ってくれている桜の花と水面に浮

かぶ花びらを、彦根城屋形船でのお堀めぐりでお楽しみ

いただければと思います。

　彦根城築城は、将軍徳川家康公の命により、佐和山城

を一掃するため、慶長９年（1604年）に着工されました。

当初は湖畔の磯山を予定していたといわれていますが、

井伊直継の代になって現在の彦根山に決定し、20年の歳

月をかけて築城されました。天守は大津城から、天秤櫓

は長浜城から移築され、天守は２年足らずで完成されま

したが、表御殿の造営、城郭改造などをし、城郭の完成

は1622年とされています。大坂夏の陣で工事が中断した

こともあり、完成に20年の年月を要しました。

　別名　金亀城（城が築かれた山が金亀山と呼ばれてい

たから）　

　天守の構造　複合式望楼型３重３階地下１階

　江戸時代以前に建設された天守が現存している12天守

の一つで、昭和27年（1952年）に国宝に指定されました。

（彦根城以外の国宝天守は、姫路城・松本城・犬山城・

松江城だけです。）

　付属する附櫓及び多聞櫓も国宝に指定されており、天

秤櫓、太鼓門及び続櫓、西の丸三重櫓及び続櫓、二の丸

佐和口多聞櫓、馬屋の５棟は国の重要文化財に指定され
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ています。

　各門から本丸までの石段は役140段、高低差が約50m。

天守内階段傾斜は１層から２層は62度、２層から３層は

60度もあります。上るのに少々厳しい上、本日は十分な

時間がありませんので、桜の花と共に彦根城の外観だけ

見て楽しんで頂ければと思います。

　コロナ禍のバス利用で、車中での飲食が原則禁止とさ

れており、不自由で少し淋しい思いをさせてしまいまし

た。感染防止に十分配慮をお願いしながらではあります

が、お食事と共にお酒を提供をさせて頂きます。節度あ

る飲酒を心掛けて頂きながら、今回お世話になる料亭旅

館「やす井」さんの雰囲気とお料理を、まずは楽しんで

頂ければと思います。
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